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要旨 

海外でも注目されている日本の「おもてなし」や「禅」の精神。それを体現しているのが「茶

道」であり、海外では「日本を代表する伝統文化」として、私たちが思っている以上に多く

の方に認知されています。 

本書では、グローバル茶道家である著者・竹田理絵さんが「お茶会に誘われたときに最低限

持っていきたいものは？」「表千家と裏千家って？」「煎茶と抹茶の違いとは？」「お茶室の

入り口＝躙り口（にじりぐち）はなぜ小さいの？」といった「見聞きしたことはあるけど、

自分では説明できない」茶道の疑問に答えており、「茶道の知識」をしっかりと学ぶことが

できます。 

さあ、茶道 500年の歴史を習得しましょう。 

 

感想 

章ごとに簡潔にまとめられていて、非常に読みやすかったです。 

ビジネスパーソン向けの本として、以前『世界のエリートはなぜ「美意識」を鍛えるのか？ 

経営における「アート」と「サイエンス」』という山口周さんの本は読んだことがあったの

ですが、ビジネスパーソン向けの茶道書は、これまで見たことがなかったのでとても新鮮な

気持ちで読むことができました。以前、茶道の体験をさせていただいた際に、お聞きした茶

道のお作法、歴史、精神などが体系的に丁寧に説明されていて、お茶の素晴らしさが理解で

き、是非始めてみたいと思いました。参考文献も豊富で教養書としても価値ある一冊だと思

います。 

最後に、この本を読めば茶道についての「堅苦しそう」や「ハードルが高そう」といったイ

メージが変わるのでないかと思いました。是非、皆さんもお読みください。 


